


様 式 一 覧 

 

 

１． 給水装置工事申込書（表・裏） 

２． 給水装置所有者等変更届 

３． 給水装置使用材料計画書 

４． 開発許可制度に係る給水装置設置場所の届出 

５． 水理計算書 

６． 受水槽設置届 

７． 市道占用並びに掘さく許可申請図 

８． 特殊器具設置申請書 

９． スプリンクラー設備設置条件承諾書 

１０．工事着手届 

１１．直結式給水等事前協議申請書 

１２．増圧ポンプ設置条件承諾書 

１３．増圧ポンプ等設置誓約書 

１４．直結式給水水道メーター払出願 

１５．共同住宅制度適用（変更）事前協議書 

１６．共同住宅制度適用事前協議結果通知書 

１７．共同住宅制度適用（変更）申請書 

１８．共同住宅制度適用決定通知書 

１９．共同住宅の各戸検針及び各戸徴収に関する契約書 

２０．共同住宅メーター購入届兼刻印願 

２１．共同住宅使用者名簿 

２２．共同住宅の総代人選定（変更）届 

２３．共同住宅における子メーターの無償譲渡届 

２４．ｵｰﾄﾛｯｸ解錠方法（変更）届 

２５．集合住宅制度適用（変更）申請書 

２６．集合住宅制度適用（変更）決定通知書 

２７．集合住宅に関する契約書 

２８．集合住宅の総代人選定（変更）届 

２９．集合住宅の使用戸数変更届 

３０．集合住宅の使用戸数変更決定通知書 

３１．水道メーター受領書 

３２．水道メーター払出許可願 









（第２号様式の１）

品　　　名
製造業者又は
販売代理店

製　品　名 型式又は略号 呼び径 性能基準適合の種類

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

品　　　名
製造業者又は
販売代理店

製　品　名 型式又は略号 呼び径 性能基準適合の種類

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

第三認証　・　JIS　・　自己

給水装置使用材料　計画書

北 九 州 市 上 下 水 道 局 長 様

配水管への取付口から水道メーターまで（水道メーター上流側）

※水道メーターが複数ある場合は、水道メーターを宅内第1止水栓（仕切弁）又は逆流防止器具と読み替える。　

水道メーターの下流側については、給水装置の構造及び材質基準に適合した材料を使用します。
（給水装置主任技術者）署名または記名押印

※水道メーター下流側の使用材料について記入を省略する場合は署名又は記名押印のこと

指定給水装置工事事業者名　　　

給水装置工事主任技術者名

宅（　新設　・　改造　）工事

水道メーターの下流側

（日本産業規格：Ａ４）































    　　年　　月　　日

　　北九州市水道事業管理者

　　　　上下水道局長　　　　　　　　　　　様

設備所有者 住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　（　　　）　　　　　　

　　水　栓　番　号

　　所在地

　　住宅の名称

　  貯水槽概要 　　　受水槽　　　　m
3
　　　個　・　高置水槽　　　　m

3
　　　個

 　施設の規模等 棟　 階建て 　　　オートロック式    有 無

　メーター口径及び個数 　機種

　  内　　　　訳 住宅専用 戸 非住宅 戸 散水栓 戸

　１　共同住宅使用者名簿

　２　配管図

　住　所

　名　称

　氏　名

　　※　変更の場合は、変更に○を付け、所在地・住宅の名称及び変更箇所のみ記入してください。

　下記の住宅について、共同住宅の各戸検針及び各戸徴収の取扱いを申請します。

記

事　務　連　絡　先

　　添　付　書　類

共同住宅制度適用（変更）申請書

　　ｍｍ　　個・　　ｍｍ　　個・　　ｍｍ　　個

印



　　　　年　　月　　日

  　設備所有者

 　　様

　　北九州市水道事業管理者

　　　　上下水道局長　　

　　所　在　地

　　住宅の名称

　給水設備概要 　　　受水槽　　　　ｍ
3
　　　個　・　高置水槽　　　　ｍ

3
　　個

　施設の規模等 棟　 階建て 　　　オートロック式    有 無

メーター口径及び個数 　機種

　　内　　　　訳 住宅専用 戸 非住宅 戸 散水栓 戸

適  用  年  月  日

　共同住宅制度適用決定通知書

記

下記の建物は申請書に基づき審査した結果、共同住宅制度（各戸検針及び各戸徴収）

　　　の適用が決定しました。

年           月            日

　　ｍｍ　　個・　 ｍｍ　　個・　　ｍｍ　　個



  

 

共同住宅の各戸検針及び各戸徴収に関する契約書 

 

  北九州市水道事業管理者上下水道局長（以下「甲」という。）と住宅設備所

有者（以下「乙」という。）とは、乙が北九州市         

に設置する            の建物（以下「共同住宅」という。）の

各戸検針及び各戸徴収に関し、次のとおり契約を締結する。 

（総代人の選定） 

第１条 乙は、共同住宅の水道使用に関する事項を処理させるため、総代人を

選定するものとする。 

（設備所有者、管理責任者の責務） 

第２条 乙及び総代人は、共同住宅の給水設備に係る次の各号の責務を有する。 

(1) 漏水防止対策に関すること。 

(2) 修繕工事に関すること。 

(3) 事故発生時の対策に関すること。 

(4) 貯水槽の清掃（年１回以上）及び定期点検に関すること。 

(5) 水道使用者に対し、この契約の内容を周知せしめ、甲の業務遂行に支障

をきたさないよう協力するとともに、水道使用者に対し、適切なる指導を

行うものとする。 

(6) その他甲が必要と認めたことに関すること。 

（受水槽以下給水設備の構造材質） 

第３条 受水槽以下給水設備は、北九州市水道事業給水装置の構造及び材質の

基準に関する規程（昭和 45 年 5 月 1 日水管規程第 8号）及び直結式給水

施行要綱に定める基準に準じたものとする。 

（受水槽以下給水設備等の維持管理） 



  

第４条 受水槽以下給水設備の水質保全及び宅地内給水装置を含めた受水槽以

下給水設備の漏水防止等維持管理は、乙及び総代人が全責任を負うものとす

る。 

２ 甲が、受水槽以下給水設備の検査を必要と認めるときは、乙又は総代人は

立入検査に協力するとともに、検査の結果、改善を要する場合は、乙は甲の

指示に従い自己の費用により速やかに必要な措置を講じなければならない。 

（親メーターの設置） 

第５条 甲は、共同住宅の完工検査合格後、受水槽流入口に至るまでの給水装

置に甲の水道メーター（以下「親メーター」という。）を設置する。 

（子メーターの設置及び維持管理など） 

第６条 乙は、各戸に上下水道局指定の次の号に該当する水道メーター（以下

「子メーター」という。）及び必要な設備を自己費用で設置しなければならな

い。 

(1)  子メーターは、原則平型メーターを設置する。  

 (2)  平型メーターを設置しない場合は、電子式メーター及び集中検針盤を設

置し、電子式メーターの設置に伴う集中検針盤その他設備については、設

備所有者の負担とする。 

２ 前項により設置された子メーターは、甲の責任において維持管理を行うた

め、甲が無償譲渡を受けるものとする。 

３ 甲は、子メーターの故障及び計量法に基づく検定満期による取替などが生

じたときは、すみやかに処理する。 

４ 乙は、オートロック式の建物については、「オートロック解錠方法（変更）

届」を提出し、上下水道局が行う検針、取替等に協力する。 

（水道料金等の算定及び認定） 

第７条 甲は、２月ごとの定例日に検針し、各戸の子メーターの使用水量をも



  

って料金を算定する。 

２ ２月ごとに計量した使用水量は、各月均等に使用したものとみなす。 

３ 子メーター及び親メーターに異常があったとき、その他使用水量が不明の

ときは、北九州市水道条例第３１条第２項により、甲が認定する。 

４ 甲は、必要があると認めたときは、使用水量の計算を第 1項の定例日によ

らないことができる。 

（水道料金等の徴収及び給水の停止） 

第８条 甲は、２月ごとに水道使用者から料金等を、納入通知書による払込み 

又は口座振替の方法により徴収する。 

２ 入居者が水道料金等を滞納した場合は、甲は当該入居者に対し北九州市水

道条例第４１条の規定により給水を停水することができる。 

（差水量による取扱い） 

第９条 甲は、検針の結果、親メーターの指示水量が子メーターの使用水量の

合計量より著しく多量の場合、その原因が漏水その他の乙又は総代人の施設

維持管理上の責に帰すると認められるときは、その水量の料金等は、乙又は

総代人に請求するものとする。 

２ 甲は前項で請求のあった料金等を納入期限までに支払わないときは、この

契約を解除し、給水を停止することができる。  

（届出） 

第 10 条 乙又は総代人は、受水槽以下給水設備等に関する次の各号の一に該当

するときは、あらかじめ書面（所定の様式）により甲に届けるものとする。 

(1)  乙又は乙が選定した総代人に変更があったとき。 

(2)  受水槽以下給水設備の施設の改造及び戸数等の変更を行うとき。 

(3)  オートロック式の共同住宅等で解除番号に変更があったとき。 

(4)  第２条第４号に規定する貯水槽等の清掃を行ったとき。  



  

（契約の変更及び解除） 

第 11 条 北九州市上下水道局例規の改正、その他取扱い基準についての変更が

あった場合は、この契約を変更することがある。 

２ 乙又は総代人がこの契約を履行しないとき又は第２条、第 10 条の責務等を

怠ったときは、甲は契約を解除することがある。この場合において異議の申

立は認めない。 

３ 前項の契約の変更、解約により乙又は総代人に損害が生ずることがあって

も、甲はその責を負わない。 

（補則） 

第 12 条 この契約に定めのない事項については、北九州市水道条例（昭和 38

年 12 月 29 日条例第 119 号）、北九州市水道条例施行規程（昭和 39 年 1 月 1

日水管規程第 13 号）及び共同住宅各戸検針及び各戸徴収実施要綱によるもの

とする。 

 

 契約締結の証として本書 2通を作成し、記名押印のうえ各 1通を保有する。 

 

  年  月  日 

 

甲 北九州市水道事業管理者 

上下水道局長               ○印  

 

乙 住宅設備所有者 住所 

氏名               ○印  







　　年　　月　　日

　　北九州市水道事業管理者

　　　　上下水道局長　　           　　　様

設備所有者 住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　（　　　）　　　　　　

　　　　　総代人を選定（変更）したのでを届出します。

　　水　栓　番　号

　　所　　在　　地

　　住宅の名称

　　住　　所

　　氏　　名

　　電話番号 （　　　　　）　　　　　－

　　住　　所

　　氏　　名

　　電話番号 （　　　　　）　　　　　－

　　選定・変更年月日 　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

　　旧　総　代　人

共同住宅の総代人選定（変更）届

　共同住宅の各戸検針及び各戸徴収に関する契約書に基づき、下記のとおり

記

　　新　総　代　人

印

印



　　　　年　　月　　日

　　北九州市水道事業管理者

　　　　上下水道局長　　　　　　　　　　　　様

設備所有者 住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　（　　　）　　　　　　

　　水　栓　番　号

　　所　　在　　地

　　住宅の名称

機　　種 口　　径 数　　量

ｍｍ 個

ｍｍ 個

ｍｍ 個

個

共同住宅における子メーターの無償譲渡届

　　　　子メーターを無償譲渡いたします。

記

メーター機種・戸数等

番　　　　　号

合　　　　計

　共同住宅の各戸検針及び各戸徴収の契約書に基づき、下記のとおり

～

～

～

印



　　北九州市水道事業管理者

　　　　上下水道局長　　　               　　様

設備所有者 住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　（　　　）　　　　　　

水 栓 番 号

所 在 地

施 設 の 名 称

　　（該当する項目を○で囲み必要事項を記入してください。）

　１　ＩＤ（暗証）番号

　２　合鍵

①　連絡責任者　　　　　　住　所

氏　名

電　話

②　管理会社　　　　　　　　住　所

会社名

電　話
③　その他

連 絡 先

　　　 　年　   　月　   　日  

注）　該当する項目を記入してください。
　　　解錠方法は１、２のいずれかで対応をお願いします。
　　　上記の内容に変更を生じた場合は、届出書を再提出してください。

オートロック解錠方法（変更）届

解 錠 方 法

　水道使用開始申込にあたり、下記のとおり解錠方法（変更）を届出します。

記

印



  　　年　　月　　日

　　北九州市水道事業管理者　　

      上下水道局長 　　　　   　　様

設備所有者 住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　　

水　栓　番　号

所　　在　　地

住　宅　の　名　称

貯水槽設備概要 　　　受水槽　　　　m3　　個　・　高置水槽　　　　m3　　個

施設の規模等 　　　　 棟　　　階建て　　　　　　　戸　　

　戸　数　の　内　訳 住宅専用 戸 非住宅等 戸 散水栓 戸

　各戸に参考メーターを 　メーター口径　　　ｍｍ　　　戸　

　設置しているとき 　メーター口径　　　ｍｍ　　　戸　

　参考メーターを設置 　給水管の口径　　　ｍｍ　　　戸　 　　　　戸

　していないとき 　給水管の口径　　　ｍｍ　　　戸　

添　付　書　類 　配管図

　住　所

　名　称

　氏　名 　　℡

　　※　変更の場合は、変更に○を付け、所在地・住宅の名称及び変更箇所のみ記入してください。

　下記の住宅について、集合住宅制度の適用を申請します。

記

事　務　連　絡　先

集合住宅制度適用（変更）申請書

現在使用し
ている戸数

印



  　　　年　　　月　　　日 　

  設備所有者

　　　　　　　　　　　　　　　　　様

　　北九州市水道事業管理者

　下記の建物は申請書に基づき審査した結果、集合住宅制度の適用が決定しました。

水　栓　番　号 　　　　　　

所　　在　　地

住　宅　の　名　称

貯水槽設備概要 　　　　受水槽　　　　m3　　　個　・　高置水槽　　　m3　　　個

施設の規模等 　　　　　棟　　　　階建て　　　　戸　　

戸　数　の　内　訳 住宅専用 　　　　戸 非住宅 　　戸 散水栓 　　　　戸

決定計算口径　 ｍｍ 戸

適　用　時　期 月請求分から

現在使用戸数

　　　　上下水道局長　　　　　　　

　集合住宅制度適用（変更）決定通知書

記



 

集合住宅に関する契約書 

 

北九州市水道事業管理者上下水道局長（以下「甲」という。）と住宅設備所有者（以

下「乙」という。）とは、集合住宅制度実施要綱第８条の規定に基づき、乙が管理す

る集合住宅（使用場所： 北九州市                          

名称：                      ）について、次のとおり契約

を締結する。 

（用語の定義） 

第１条 この契約書において、次の各号に掲げる用語の定義は、当該各号に定めると

ころによる。 

（１）集合住宅とは、受水槽給水設備を有し、２戸以上で北九州市水道条例（以下「条

例」という。）第４条に定める専用給水装置（以下「専用給水装置」という。）を

専ら家事用に使用している住宅の使用水量を、各戸均等に使用したものとみなす

建物をいう。 

（２）住宅とは、独立した居室と住宅専用の給水用具を有し、独立した生活を営むこ

とができる定住性のあるもので、集合住宅の専用給水装置を共同して使用するも

のをいう。 

（３）非住宅とは、営業用のもの、給水用具のないもの、作業所、事務所、特定人の

住宅になっていない宿直室及び管理人室、並びに共用の施設である会議室、書庫、

倉庫、車庫、共同浴場、食堂及び散水栓等をいう。 

（４）混住住宅とは、集合住宅内に住宅と非住宅が混在しているものをいう。 

（５）総戸数とは、当該集合住宅における住宅の全戸数をいう。 

（６）使用戸数とは、総戸数のうち、現に独立した世帯が居住する住宅の戸数をいう。 

 



（７）所有者とは、集合住宅の設備所有者をいう。 

（８）所有者等とは、前号に定める所有者及び前号に定める所有者により選定された

総代人をいう。 

（適用の条件） 

第２条 集合住宅の適用条件は、次の各号をすべて満たしていること。 

（１）３階以上の建物で受水槽給水設備を設置していること。 

（２）受水槽以下の給水設備が水道法施行令第６条、北九州市水道事業給水装置の構

造及び材質の基準に関する規程及び直結式給水施行要綱に準じたものであるこ

と。 

（３）集合住宅内に２戸以上の住宅があること。 

（４）その他甲が必要と認める条件を満たしていること。 

（総代人の選定） 

第３条 乙は、集合住宅の水道使用に関する事項を処理させるため、総代人を選定す

るものとする。 

（所有者等の責務） 

第４条 所有者等は、集合住宅の給水設備に係る次の各号の責務を有する。 

（１）漏水防止対策に関すること。 

（２）修繕工事に関すること。 

（３）事故発生時の対策に関すること。 

（４）受水槽の清掃（年１回以上）及び定期点検に関すること。 

（５）水道使用者に対し、この契約の内容を周知せしめ、甲の業務遂行に支障をきた

さないよう協力するとともに、水道使用者に対し適切な指導を行うものとする。 

（６）その他、甲が必要と認めたことに関すること。 

２ 所有者等は、受水槽以下給水設備の水質保全及び宅地内給水装置を含めた受水槽

以下給水設備の漏水防止その他維持管理について全責任を負う。 



 

３ 甲が受水槽以下給水設備の検査を必要と認めるときは、所有者等は立入検査に協

力しなければならない。この場合において、検査結果により甲が改善の必要がある

と判断した場合、所有者等は甲の指示に従い自己の費用により速やかに必要な措置

を講じなければならない。 

（水道料金等の算定及び認定） 

第５条 料金は、２月ごとの定例日に集合住宅の水道メーターを検針し、その水量を

使用戸数として定めた住宅各戸（以下「各戸」という。）が均等に使用したものと

みなし、次の各号により算定した金額の合計額とする。 

（１）基本料金については、全住宅内の最大口径を、各戸の口径として条例第２８条

の規定に基づき算定した金額とする。この場合において、口径の確認は条例第５

条に基づく申請に基づき、甲が行うものとする。 

（２）従量料金については、各戸で均等に使用したものとみなされる水量に応じて条

例第２８条の規定に基づき算定した金額とする。 

２ 使用戸数については、所有者等からの申請書及び変更届の提出をもって、定める

ものとする。 

３ メーターに異常があったとき、その他使用水量が不明のときは、甲が認定する。 

４ 甲は、必要があると認めたときは、使用水量の計算を第 1項の定例日によらない

ことができる。 

５ 混住住宅については、前各項の例により算定する。 

（水道料金等の徴収及び給水の停止） 

第６条 甲は、前条で算定した金額を納入通知書による払込み又は口座振替の方法に

より徴収する。 

２ 甲は、所有者等が前条に定める水道料金等を滞納したときは、条例第４１条の規

定により当該集合住宅の給水を停止することができる。 



（届出） 

第７条 所有者等は、次の各号の一に該当するときは、あらかじめ甲に書面（所定の

様式）により届け出をする。 

（１）所有者等に変更があったとき。 

（２）申請した戸数又は口径等に変更があったとき。 

（３）第４条第１項第４号に規定にする受水槽等の清掃を行ったとき。 

（契約の変更） 

第８条 北九州市上下水道局例規の改正、その他取扱い基準についての変更があった

場合は、この契約を変更することがある。 

２ 前項の契約の変更により所有者等に損害が生ずることがあっても、甲はその責を

負わない。 

（契約の解除） 

第９条 所有者等が次の各号に該当する行為を行った場合は、甲は契約を解除するこ

とができる。この場合において異議の申立は認めない。 

（１）第２条の適用の条件を欠いたとき。 

（２）第４条に定める責務を履行しないとき。 

（３）第６条により給水を停止したとき。 

２ 前項の契約の解除により所有者等に損害が生ずることがあっても、甲はその責を

負わない。 

（補則） 

第１０条 この契約に定めのない事項については、条例、北九州市水道条例施行規程

及び集合住宅制度実施要綱によるものとする。 

 

 

 



 

契約締結の証として本書２通を作成し、記名押印のうえ各１通を保有する。 

 

 

  年  月  日 

 

甲 北九州市水道事業管理者 

上下水道局長             ○印  

 

乙 設備所有者 住所 

氏名                 ○印  

 

 



   　　　年　　　月　　　日　

　　北九州市水道事業管理者　　

      上下水道局長 　　   　 　　様

設備所有者 住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　　　　　　　

水　栓　番　号

所　　在　　地

住　宅　の　名　称

　　住　　所

　　氏　　名

　　電話番号

　　住　　所

　　氏　　名

　　電話番号

　　選定・変更年月日 　 　  　　　　年　　　　月　　　　日

　　旧　総　代　人

集合住宅の総代人選定（変更）届

記

　　新　総　代　人

　集合住宅に関する契約書に基づき、下記のとおり総代人を選定（変更）したので届け出ます。

印

印



    　 　　年　　　 月　　 　日　

  北九州市水道事業管理者　　

    上下水道局長 　　     　　 　　様

住所

名称

氏名

（法人・団体の場合は代表者名）

電話　　　　　　　　　

水　栓　番　号

所　　在　　地

住　宅　の　名　称

総　戸　数 変更後 戸　 変更前 戸　

使　用　戸　数 変更後 戸　 変更前 戸　

非 住 宅 等 非住宅 戸　 散水栓 戸　

　　　※　使用戸数（計算戸数）の変更は、届出があったときの次回調定から変更する。

集合住宅の（総戸数・使用戸数）変更届

記

　集合住宅に関する契約書に基づき、下記のとおり（総戸数・使用戸数）の変更がありましたの
で届け出ます。

設備所有者又は総代人

印



　北九州市水道事業管理者

　下記のとおり変更します。

　　水　栓　番　号

　　所　　在　　地

　　住 宅 の 名 称

総　戸　数

　　使　用　戸　数

　　非　住　宅　等 (非住宅 戸　、　散水栓 戸）

　　  　　　　　  　　        様

記

　戸 適　用　時　期    　　月請求分から

集合住宅の（総戸数・使用戸数）変更決定通知書

  　　　年　　　月　　　日

　設備所有者又は総代人

　戸

　　上下水道局長　　　　　　　　　  

　　集合住宅に関する契約書に基づき、（総戸数・使用戸数）の変更届がありましたので、






